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概要

[bookmark: _Hlk91064196]このHow toガイドでは、「ServiceNow Bot - 新規インシデントのオープン」をご紹介します。繰り返しの多い手作業に貴重な時間とリソースを費やす代わりにAutoMateに任せて、RPAによる自動化でITとビジネスプロセスを合理化しましょう。AutoMateの支援により、ボットが手作業を代行することで反復作業を大幅に減らし、作業の品質と一貫性を向上させることができます。自動化されている主なプロセスは、レポート作成、ファイル移動、データのインポートとエクスポート、バッチ処理のスケジューリングです。
ServiceNow Bot - 新規インシデントのオープンは、ServiceNow REST API、特にTable APIモジュールに基づいています。このBotで提供されるExcel INPUTファイルで提供される仕様に基づいてインシデントを作成するために、API Tableリクエストを実行します。インシデントはNEWとして作成されます。
インシデントを開くための属性の詳細は、「入力ファイルの作成方法」に記載されています。
















必要要件

· AutoMate: ServiceNowボットは動作にAutoMateを必要とします。最低限サポートされているバージョンが以下の通りです:
· Automate Ultimate 11.2
· Automate Plus 11.2
· Automate Desktop 11.2
· AutoMate Markup Language file (.AML): ServiceNow ボットタスクのステップを含むAutoMateで使用される主要なファイル形式
· ServiceNow: 最低限必要なものは以下の通りです
· ServiceNow REST API - Table API – Enabled: こちらのリンクからServiceNowのドキュメントを確認することができます。
· Service Now User account: ServiceNowテーブルAPIリクエストを実行するため適切なパーミッションが必要です。テーブルアクセスおよびACLに関するServiceNowのドキュメントは、こちらのリンクで確認できます。
· ServiceNowの接続値を設定するために作成する定数の自動化:
· const_ServiceNowURL: ServiceNowの接続用URL
· const_ServiceNowUserName: ServiceNowログインユーザー名
· const_ServiceNowUserPassword: ServiceNowのログインユーザーパスワード







[bookmark: _Toc36107109]AUTOMATEタスクのインポート方法

互換性のあるファイル形式は、ドラッグ&ドロップでレポジトリに取り込むことができます。
サーバー管理コンソールから[レポジトリ]セクションに移動します。
目的のファイルを元の場所からドラッグして、SMC内のフォルダにドロップします。ファイルは、フォルダーアイコンまたはメインパネルにドロップすることができます（下図参照）。インポートされたオブジェクトは、自動的に対応するリポジトリの場所に配置されます。
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入力ファイルの作成方法

	ServiceNow BOTに同梱されている入力ファイル「Service Now Open Incidents INPUT.xlsx」は、トランザクションのすべてのフィールドを自動的に入力するためのガイドを提供します。

[image: ]ServiceNowのインシデント作成画面
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注意: 
· すべてのインシデントがStateで作成されます。 新規作成(1)となります。
· 赤色の項目は必須項目です。これは、ServiceNowの内部ルールで何らかのカスタマイズが適用されている場合、お客様の環境では異なる可能性があります。
· 必須でないフィールドの1つが定義されていない場合、インシデントはお使いの環境のデフォルト値で作成されます。例： Impact > 3-Low
· 入力ファイルのK列からM列には、実行結果と開いたインシデント番号が記入されます。結果に関する例については、付録Aを参照してください。




「ServiceNow Bot - 新規インシデントのオープン」の実行方法

このタスクを初めて実行する場合、いくつかのパラメータを設定する必要があります。
サーバー管理コンソールを開き、インポートしたタスクを探します。
インポートしたタスクを右クリックし、「編集」を選択して編集します。[image: ]

ステップ4では、希望する出力に合わせて次の変数を編集してください: 
· var_IncidentsInputFile: インシデント作成用の値が保存された「Service Now Open Incidents INPUT」のパス（例： C:\AutomateTasks↘ ServiceNow Bot - Open Incidents from Excel INPUT\Service Now Open Incidents INPUT）を指定します。
タスクを保存して閉じる





タスクを選択し、「実行」をクリック
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エージェントを選択し、再度「実行」をクリックします。
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付録A – 入力したEXCELの例とSERVICENOWのインシデントビューの 結果




[image: ]次のINPUT Excelファイルについて…
Note that in the columns K to M the result of the execution will be written. The column M will have the created Incident number if the execution was succeeded. 



[image: ]… ServiceNowの結果は次のようになります:








付録B – トラブルシューティング



· [bookmark: _Hlk91066916]ログ: 実行毎に、トラブルシューティングのためボットはログファイルを作成します。 ログファイルはC:\Automate\Tasks\<<TASK NAME>>に保存されます。デフォルトでは、タスク名は    ServiceNow Bot - Open Incidents from Excel INPUT.
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